
 

(実施協力)   船：かんり３号（博多港管理株式会社）＆なじま（九州地方整備局博多港湾・空港整備事務所） 

調査活動：福岡大学工学部および はかたわん海援隊（福岡大学学生活動グループ） 

底引き漁：半田孝之さん（伊崎漁協）  施設：玄界島公民館、玄界島小・中学校、玄界島漁協 ほか 

  

   

 

 

 

みんなででかけました。 

博多湾での「採泥調査」 

福岡湾・博多湾の透明度のちがい 

玄界島の港の水の色・透明度 

小学校・公民館訪問他 



 ２００５年の福岡市西方沖地震からの     水の色が違う          学校からの眺めは最高 

 復興ビデオ＆説明・質疑           イタチぐらの砂浜        校庭のブランコも最高！ 

  

 *震災後、「かもめ広場」にも仮設住宅がたてられ、子ども達は簀子小学校 

に通っていたんだね。 

◎ 興味深いものに遭遇！！ 

   真ん中はそばを通りすぎていった豪雨を降らせている雲！！ 夕立とは全然違う。このところ頻発して 

  いるものです。規模が大きくなると前回の北部九州豪雨災害のように大きな被害をもたらします。 

 


